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すべての人々が安心快適に使用できる支援技術の実現化調査専門委員会 

設置趣意書 

 

次世代産業システム技術委員会 

１．目的 

 近年，マンマシンインターフェースやユーザビリティの思想が浸透し，機能やコストパフォーマンス重視

の設計製造の思想から，サスティナブル（持続可能社会）や人間共存環境構築の思想へ移行しつつある。こ

れは物理的利益による生活の豊かさとは異なり，心理的かつ精神的豊かさの欲求の現れとも言える。特に，

社会に抱擁された使用者が受ける支援活動および周囲の環境や第三者の視点も重要であることを確認してい

る。その一方で，上記の思想を常に遂行することは難しく，これらの支援技術も未だに発展途上の段階であ

るとも言える。本来であれば，個人により異なる様々な背景・能力・心理などを個人に適する形で応え，個

人や周囲の人間の状態を類推してサービスを提供するような技術が必要であるが，現状では，AIの予想を超

えた処理行動，自動車の自動運転による死亡事故など，人間を支援する技術が人間を不快や不安にさせる事

例が多発している。 

本委員会では前身の「人と調和する支援技術の実現化協同研究委員会」に引き続き，情報工学，ロボット

工学，生活科学，生体医用工学，リハビリテーション学，心理学など多様な分野の知見を効果的に融合する

ことにより，すべての人々が個々に安心・快適かつ容易に利用でき，なおかつ周囲の他者の生活と環境に違

和感なく順応できる支援技術の在り方とその実現化に関する調査・研究を実施し，前身の協同研究委員会で

実施した使用者および周囲の第三者の観点からの豊かな活動を支援すること追究する支援技術を実現させる

ことを目的とする。この目的に立脚して本研究委員会は，知的生産活動や日常生活活動など個々の支援に関

する科学的分析とその本質を見極めるともに，その支援技術を使用することによる社会的なインパクトとす

べての使用者に及ぼす影響を考慮しながら，使用者と周囲の環境に適する形でどのように支援を提供するか

という，支援技術の設計から提供までのトータルなプロセスの在り方について調査を継続し，それらの産業

応用事例を調査するとともに次世代産業システムの方向性を検討する。 

 

２．背景および内外機関における調査活動 

我が国において，人々の生活を便利にするための機器・システムは，日々，数多く発表されているが，こ

れらは技術的視点のみに立脚した設計が多く，個人の社会生活，周囲の環境や人間関係に適応させることが

考慮されていない。近年では，そのため，使用者の人間としての尊厳を保ったままでの生活の質や，使用者

周囲の第三者視点による豊かな活動を支援することが十分に達成されないことが多い。そこで，前身の「人

と調和する支援技術の実現化協同研究委員会」では，高齢者活動支援および知的生産活動支援の重要性に着

目し，これらの支援技術の在り方および実現化に関する調査・研究を実施することにより，物理的利益によ

る生活の豊かさとは異なる心理的かつ精神的豊かさの享受が必要であることを明らかにした。 

高齢者活動支援において，高齢者の日常生活活動に関する報告（（社）人間生活工学研究センター）では，

日常生活において最低限必要な活動（買い物，掃除など）の中には心理的・体力的負荷のかかるものがある

と指摘しており，これらの活動に対する支援が十分に受けられない現状がある。欧州では主に社会構造にお

ける人的支援がほとんどであり，米国では対象者の身体機能回復を目指すことに主眼が置かれていたため，

支援技術が主体的となって人を支援するという思想は存在しなかった。その後，徐々に高齢者や身体障害者

に対する支援技術は増加し，活動に対する支援の思想は定着しつつある。しかしながら，現在では高齢者・

身体障害者のみを限定対象とした技術支援の思想ではなく，健全者，乳幼児，他文化，他人種など誰に対し
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ても支援する技術が重要になってきた。例えば，UD（Universal Design）商品，誰でもトイレ，Segwayなど

のPMV (Personal Mobility Vehicle)は，差別を回避する多様性社会の構築には必要不可欠な技術と言える。

そのため，今後は“すべての人々”を対象にした活動支援技術を目指す必要がある。 

知的生産活動において，斬新な発想力や設計力を高めるような知的活動では，個人の技量・能力に任せる

ことが多い。そこで，機械学習やAIなどの情報技術を活用することにより活動を支援する動きが増加してき

た。産業やサービス業などでは，相手の状態を先読みして，最適なサービスを提供する技術も確立しつつあ

る。特に，産業界では，目先の経済活動に比重をおくため，知的活動を機械学習やAIなどの自動化を積極的

に導入することにより，労働力や利益が確保できると期待している。しかしながら，これらの技術の依存は，

異なる危険性が存在する。例えば，自動車の自動運転時の交通死亡事故やSNSのAI同士の会話などは，人間

の予想外の事例であり，人間を支援するための技術が，人間に脅威と不安を与える技術になりかねない警告

とも言える。そのためには，フェールセーフ機能設計や知的生産活動の失敗を許容するUDの仕組みや思想を

取り入れる必要がある。 

以上より，人間活動の根本原理であると考えてきた高齢者活動支援および知的生産活動支援の実現化を元

に，本委員会の前身の委員会では，生活の支援技術を実現するための新しい提案や技術開発が行われてきた

が，多くの新たな課題も明らかになった。これらの課題の多くは，個々の技術や理論に起因するというより

は，その応用・融合の方法におけるものも存在する。そこで，本委員会では前身委員会の目的を拡張し，す

べての人々の生活を豊かにするために，安心と快適な使用技術が必要であると考えている。すなわち，従来

までの生産や利益中心，機械・システム・技術への依存から，人間の尊厳や豊かさを中心とした，人間や機

械の失敗を許容する支援技術が必要である。 

 

３．調査検討事項 

本委員会では前身の「人と調和する支援技術の実現化協同研究委員会」にて実施した人間活動の質を高め

る内容の調査研究，人間に調和する科学，技術の調査研究，豊かで質の高い活動を啓蒙する活動法の調査研

究を継続し，それらの産業応用事例を調査するとともに次世代産業システムの方向性を検討する。 

（１）人間社会形成と支援に対する知的生産活動の影響を調査する研究 

・知的活動に従事している科学者，技術者，技能者，工芸家，匠などの発想が，どのような社会的な

背景と関わりの中から創出されているのか，および，その発想をものづくり，教育，社会支援に

どのように具体化し，その結果が使用者コミュニティーにどのような影響を与えているかを調査

する研究。 

・知的活動の支援と，安全・安心日常活動支援のための機器やプラットフォームに関する研究におい

て，使用者コミュニティーをいかに定義し，また，そのコミュニティーのニーズをいかに定式化

しているのかを調査する研究。 

（２）すべての人間が安心かつ快適に使用できる技術と科学の調査研究 

・“腹芸”，“いわずもがな”，“気配り”などの日本特有の比喩表現やオノマトペなどで意思伝達する

日本人に適した形式で，人間を支援することを目的とされて製造されたロボットと人間との間で

ジェスチャーなどのノンバーバルコミュニケーション，生体コミュニケーションの研究動向を調

査する研究。 

・被介護者および介護者双方が安心かつ満足できる介護・リハビリテーションの在り方に関する調査

研究，および，その成果の技術へのフィードバック法に関する検討。 

・誰でもが安心して社会活動に参加できるための必須条件である生活管理として，ライフサイクル別

栄養教育，健康科学技術などのテーマに関して，生活科学を基盤にして IT，ロボティクス，生体
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情報などを融合することで使用者およびサービス提供者双方の性質に適合するテーラーメード生

活管理技術の調査研究。 

（３）人間の尊厳や豊かさを支援する技術を啓蒙する活動の調査研究 

・近年広まっている監視システムと安心感の相関性を，個人生活における事情とその個人が属する社

会システムにおける事情の両面から調査研究。および，街中を移動するときの安心感を与える社会

基盤・インフラの構成要素を，使用者の視点と周囲の環境および第三者の視点から検討する調査研

究。 

 

４．予想される効果 

多様な技術者，理学・作業療法士，スポーツ運動学者・インストラクター，ボランティア団体などの連携

を図って本調査研究を実施することにより，今後の日本にとって重要である人と調和したサービスを実現す

る支援技術のガイドラインを先駆的に作成し提言できるものと考える。具体的には，下記の効果を予想して

いる。 

（１）デザイン，絵画，作曲，執筆，工芸，演奏などの知的生産活動が，提供を与える側・受ける側の両

者の視点から促進できれば，新たな産業や文化を創出することにつながる。 

（２）増加しつつあるシニア世代を対象にすることにより，高品質な支援サービスによって生活の質を向

上させながらリタイア後の社会参加を活発にさせる方策を見いだすことが可能となる。さらに，そ

の効果から，高齢者のみでなく，乳幼児，障害者，妊婦，旅行外国人および滞在外国人などのすべ

ての人々に対して真に優しいユニバーサルな支援技術の提案ができる。 

（３）社会が要望している，社会との関わりの中で，真に人が幸せを実感が出来るためのサービス提供技

術の具現化は，ITインフラ，ロボティクス，生活科学，スポーツ工学，映像メディアなどの機器に

新たな設計思想を注入することができ，産業社会に貢献できる。 

 

５．調査期間 

   平成30年（2018年）8月～平成33年（2021）年7月 （３年間） 

  

６．委員会の構成（職名別の五十音順に配列） 

委員長   横田 祥（東洋大学，理工学部）     会 員 

委員   安藤昌也（千葉工業大学，先進工学部知能メディア工学科）  会 員 

五十嵐洋（東京電機大学，工学部電子工学科）    会 員 

石井千春（法政大学，理工学部）     会 員 

今津篤志（大阪市立大学大学院 工学研究科）   会 員 

大貫秀明（NRIセキュアテクノロジーズ（株））   非会員 

大山恭弘（東京工科大学，工学部）     会 員 

尾崎正弘（中部大学，経営情報学部）    会 員 

何 宜欣（拓殖大学，工学部）     会 員 

楠田憲治（誠愛リハビリテーション病院 副院長）   非会員 

小林裕之（大阪工業大学，工学部）     会 員 

佐々木智典（東京都立産業技術研究センター）   会 員 

澤田秀之（早稲田大学，理工学部）     会 員 

鈴木健嗣（筑波大学大学院システム情報工学研究科）   会 員 
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鈴木 聡（東京電機大学，未来科学部）    会 員 

関 弘和（千葉工業大学，工学部電気電子情報工学科）   会 員 

染谷治志（鳥取環境大学，環境情報学部）    会 員 

中茎 隆（九州工業大学，工学部）     会 員 

永瀬純也（龍谷大学，理工学部）     非会員 

中村明生（東京電機大学 未来科学部）    会 員 

新妻実保子(中央大学，理工学部)     会 員 

橋本洋志（産業技術大学院大学，創造技術専攻）   会 員 

牧野浩二（山梨大学，工学部）     会 員 

増田昌彦（富士電機㈱，東京事業所 管理部 環境施設課）  会 員 

三橋 郁（職業能力開発総合大学校）    会 員 

村松 聡（東海大学 情報理工学部）    非会員 

山口 亨（首都大学東京，システムデザイン学部）   会 員 

若林勝司（交通システム電機株式会社）    非会員 

幹事  中後大輔（関西学院大学 理工学部）     会 員 

 

                                                                    

７．活動予定 

   委員会  4回／年，  研究会 1回／年， 講演会または見学会 1回／年 

 

８．報告形態（調査専門委員会は必須） 

上記研究会での発表，電気学会産業応用部門大会でのセッション企画および技術報告をもって成果報告と

する。 

 

 


